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今月の表紙

　介護事業に携わる人が集まり、現場で
の経験や課題について話しあった介護座
談会。それぞれの立場から見たリアルな
現場の声を通じて、介護の現状や取り組
み、今後の展望などを掘り下げました。
　詳しくは「やすぎの介護をより良くす
る！私たちの挑戦」（６ページから）を
ご覧ください。

撮影日／２月13日　　　　　　　　　場所／安来庁舎

地域で支える介護

医学生等奨学生の募集

2026春のイベント

市立病院は地方独立行政法人
に経営形態を変更します

特集：介護座談会
やすぎの介護をより良くする！
私たちの挑戦

令和８年度  安来市長施政方針

たうんとぴっくす

健康の窓

新刊図書紹介
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別 刷　市民カレンダー
４月の行事／日曜日・祝日診療など

医学生・薬学生・看護学生等 医学生・薬学生・看護学生等 
奨学生を募 集します奨学生を募 集します

　将来、市内の医療機関等に勤務する意志のある
学生へ、無利子で奨学金を貸与します。一定期間、
市内の医療機関等で勤務すると、奨学金の返還が
免除されます。

【対象者（①〜③をすべて満たす人）】【対象者（①〜③をすべて満たす人）】
①�将来、市内の医療機関等に勤務する意志がある
こと

②�大学の医学・薬学・看護学・助産師課程、ま
たは看護師養成施設に在学していること

　（※准看護師養成所等を除く）
③�看護師・助産師・保健師については、安来市に
住民登録がある（または過去にあった）こと

【貸与月額（無利子）】【貸与月額（無利子）】
医学生 20 万円以下 ／ 薬学生 5 万円 ／ 
看護学生等 3 万円

【貸与期間】【貸与期間】
貸与決定月から卒業月まで（※毎年度申請が必要）

【応募期間】【応募期間】
4 月 1 日㈬～ 30 日㈭必着（※土日祝日などの閉
庁日を除く）

▶申請書など詳しくは、市ホームペー
ジ（右 2次元コード）をご覧ください。

【問い合わせ先】【問い合わせ先】
いきいき健康課　☎２３－３２２１
※ �本事業は、令和８年度予算の成立後に正式決
定します。

市内で働くと奨学金の返還免除に！
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春、チューリップ、おひなさま。

2026 春のイベント

春の花めぐり

やすぎのひなめぐり

安来公園 桜まつり

安来公園で、ボンボリの点灯やイベントを行います。
■安来節公演（会場：安来公園演舞場）
　３月28日㈯、29日㈰、４月４日㈯
　各①13時～、②15時～
■ステージイベント　４月５日㈰ 10 時～
　�子ども安来節、ネオ安来節、市内ジュニアダ
ンス教室、市内音楽サークル等の出演

問  安来市観光協会　☎２３-７６６７

３月 25 日㈬～４月 11 日㈯
ひろせ 桜まつり

３月 25 日㈬～４月 15 日㈬

三日月公園、広瀬絣
かすり

センター前、月山富田城跡
でのぼり旗の設置とライトアップを行います。
■ステージイベント、飲食ブース
　（会場：三日月公園）
　４月５日㈰ 10 時～ 15 時
問  安来市観光協会広瀬支部
　   ☎３２- ３３５７

猿隠高原芝桜祭り
４月 25 日㈯～５月 10 日㈰

約 9万本 5色の芝桜が棚田の畦畔一面に咲き誇
ります。夜間にはライトアップも。見頃などは
公式インスタ（右下２次元コード）をチェック！
■テント村　５月３日㈰㈷
　地元特産品などの販売も行います。
問  猿隠高原芝桜の里
　   ☎０９０- ７５９７- ８２１９

４月６日㈪～ 12 日㈰
はくたチューリップフェア

約 100 種・50 万本のチューリップが見頃に。球
根付きチューリップを 1本 100 円で販売します。
■イベント（テント村、作品展示等）4月12日㈰
※臨時駐車場：母里小学校（シャトルバスあり）
問  安来市観光協会伯太支部　☎２３-３３０３
■フォトコンテスト 2026（最優秀賞 3万円）
問  安来市商工会青年部事務局　☎３７-１１５４

尼子の里のおひなまつり
３月 28 日㈯・29 日㈰（展示）

広瀬町民会館と広瀬中央交流
センターで、ひな飾りの展示
を行います。（９時～17時）
■尼子の里富田のひな流し
　４月５日㈰ 10 時～ 14 時
　会場：�広瀬絣センター前�

河川敷
問  安来市観光協会広瀬支部
　    ☎３２- ３３５７

白椿の里のおひなまつり
４月３日㈮～４月５日㈰

布部交流センターをメイン会
場に、ひな飾りの展示を行い
ます。（10時～14時）
■子ども神

み こ し

輿　４月３日㈮
14 時～（雨天中止）
■ぜんざいサービスなど
４月４日㈯、5日㈰
問  布部交流センター　
　   ☎３６-０００１

城下町母里のおひなまつり
４月４日㈯～４月５日㈰

はくた文化学習館をメイン会
場に、ひな飾りの展示を行い
ます。（９時～16時）
■ステージ・テント村　
４月５日㈰　もりっこ太鼓・
伯太太鼓（11 時～、雨天中止）
手打ちそばなどの出店も
問  母里交流センター　
　   ☎３７-０２２５

ひなめぐりスタンプラリー
３会場をめぐって、抽選でしまね和牛など豪華景品をゲット！

問  安来市雛めぐり実行委員会   ☎３２-３３５７
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なぜ、経営形態を変更するのか？なぜ、経営形態を変更するのか？

　将来像（基本方針）の実現（経営統合等）に
は時間が必要です。実現までの間は、二つの病
院がそれぞれ地域の医療を守り、経営を持続し
ていかなければなりません。
　市立病院が持続可能な病院となるための最大
の課題は「医師の確保」です。常勤医師数の推
移（右図）から、このままでは、２年後に常勤
医師が５人以下になる可能性があります。地域
の医療提供体制を維持するためには、医師を確
保し経営を強化する必要があります。

　民間ではなく、地域のために市が
設立する法人です。地域に必要な業
務を実施し、市が直接運営するよりも
効率よく経営できることが特徴です。

⇨ 給与・経営面の柔軟性、迅速性が向上
　・個人の能力や実績、実情に応じた柔軟な報酬設定
　・法人（理事長）主体の経営判断
　　※理事長は市長が任命
⇨ 大学病院との連携
　　大学病院との関係強化　⇨ 医師確保へ

１. 安来市立病院と安来第一病院は
　経営統合を目指します。
２. 中山間地域の外来診療を担う外
　来拠点施設を広瀬地域に設置し
　ます。
３. 経営統合後の新病院として、病
　院施設を整備します。

医師が確保できない理由
（大学病院や医師の声）

　・給与水準を今より下げたくない
　・勤務条件が合わない
　・（医師の働き方改革への対応で）
　　派遣可能な医師が少ない　など

『医師の確保』と『地方独立行政法人化』は『医師の確保』と『地方独立行政法人化』は
どう、関係するのか？どう、関係するのか？

地方独立行政法人化すると・・・

　市議会２月緊急会議で、安来市立病院の経営
強化を目的に経営形態を、現在の『地方公営企
業法全部適用』から『地方独立行政法人化』へ
移行する方針を公表しました。　

市立病院の経営継続には

　⇨ 早急な医師の確保が必要
市立病院の医師を確保するためには

　⇨ 病院の地方独立行政法人化
　　 の選択が必要

常勤医師数の推移（人）

地方独立行政法人とは地方独立行政法人とは

■地域に必要な医療（救急、地域医
　療などの不採算な医療）を行う
　＝ 政策医療を担保政策医療を担保
■より民間に近い、柔軟な運営が可能 
　＝ 効率・効果的な経営の仕組み効率・効果的な経営の仕組み

安来市の医療提供体制の将来像
（基本方針）の概要

（令和７年９月公表）

問い合わせ　地域医療推進室　☎２３- ３２７７

安来市立病院は、安来市立病院は、
地方独立行政法人に地方独立行政法人に
経営形態を変更します経営形態を変更します
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令和８年　６月　　　定款制定（法人運営などに関する基本事項を制定）
　　　　　　　　　　評価委員会の設置（法人の設立や運営に関して、その業務の成果や運営状
　　　　　　　　　　況を客観的に評価するための委員会を設置）
　　　　　９月　　　中期目標の策定（市が法人の達成すべき業務運営に関する目標を策定）
　　　　   12 月　　    権利の承継（市から法人へ引き継ぐ権利や財産の内容を決定）
　　　　　３月　　　中期計画の策定（中期目標を達成するための法人の計画を策定）
令和９年　４月１日　地方独立行政法人設立予定

●初期費用
　・法人化に伴う、登記申請、システム改
　　修費用等の発生や規程規則の変更など
　　の事務量が増加
●維持費用
　・評価委員を含む外部役員の人件費、シ
　　ステム保守費用などのこれまでになかっ
　　た費用が発生
●経営上の責任
　・市の関与が減り、法人が責任を持って
　　病院経営を行うため、必要な組織・人
　　材を病院独自で確保する必要性の増大

『地方独立行政法人化』『地方独立行政法人化』は、地域医療を守り抜くための は、地域医療を守り抜くための 『唯一の選択肢』『唯一の選択肢』

　「地方独立行政法人化」にはメリット・デ

メリットの両面がありますが、現在の最大
の経営課題である「医師確保」のためには、

「鳥取大学医学部附属病院との連携強化」と
「地方公務員制度の枠組みを超えた柔軟な対

応 ｣ が不可欠です。

● 柔軟な経営
　・理事長の裁量による多様で自由度の高
　　い経営手法が可能
●サービス・質の向上
　・現場レベルでの迅速な意思決定、患者
　　ニーズへの機敏で柔軟な対応が可能
●適材適所の職員配置・職員採用の迅速化
　・地方公務員法等の制限に縛られない職
　　員採用
　・実績や経験などに対応する多様な給与
　　制度の導入
●大学病院との連携
　・医師採用につながる連携の強化

地方独立行政法人化までのスケジュール地方独立行政法人化までのスケジュール

安来市立病院は、引き続き ｢ 地域医療の確保 ｣ に向けて歩み続けます。安来市立病院は、引き続き ｢ 地域医療の確保 ｣ に向けて歩み続けます。

デメリットメリット 

安来市立病院は、安来市立病院は、
地方独立行政法人に地方独立行政法人に
経営形態を変更します経営形態を変更します

地方独立行政法人化によるメリット・デメリット地方独立行政法人化によるメリット・デメリット

　  中期目標に市の考えをしっかりと盛り込みます
　  運営費交付金等による安定的な財政支援を継続します
　  安定した法人運営が行える理事長を任命します

医師に選ばれる病院へと変革し、

地域医療を確保し続けていくために、

デメリットを補うために・・・
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　急速な少子高齢化により需要が高まる介護の現場では、深刻
な人手不足、介護職員の高齢化など多くの課題を抱えています。
　市では、介護の担い手の育成とキャリア教育の機会提供を目
的に、小中学校での「介護の出前授業」の実施や介護職員初
任者研修の開催などに取り組んでいます。あわせて、介護職の
若手職員を紹介する「やすぎカイゴのヒーロー図鑑」を作成す
るなど、介護の魅力発信や人材確保対策を進めています。
　今回は、介護現場に関わる皆さんを招き、安来の介護の現
状と課題、今後の展望などについて語り合ってもらいました。

安来市長安来市長

田中　武夫田中　武夫

大阪健康福祉短期大学大阪健康福祉短期大学
安来キャンパス安来キャンパス

２年２年

杉本　迅杉本　迅

田
中
市
長
（
以
下
、
市
長
）　

全
国
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に
介
護
現
場
で
は
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人
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不
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で
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。
皆
さ
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は
ど
ん
な
き
っ
か

け
で
介
護
に
関
わ
る
仕
事
を
選
択
さ

れ
た
ん
で
す
か
。

廣
江
陸
（
以
下
、
廣
江
）　
私
は
安

来
生
ま
れ
で
、
高
校
卒
業
ま
で
市
内

で
暮
ら
し
、
大
学
で
保
健
師
の
資
格

を
取
得
し
ま
し
た
。
ご
近
所
が
皆
さ

ん
高
齢
者
世
帯
で
、
家
族
を
含
め
身

近
な
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
元
気
で
過

ご
し
て
ほ
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と
い
う
思
い
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ら
今

の
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に
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ま
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。

小
西
悠
希
（
以
下
、
小
西
）　

私
も

安
来
で
生
ま
れ
育
ち
、
家
で
曾
祖
父

母
の
介
護
が
あ
り
、
介
護
は
身
近
な

も
の
で
し
た
。
周
囲
の
人
た
ち
の
役

に
立
ち
た
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と
思
い
、
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護
専
門
学
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に
進
学
し
ま
し
た
。

　

他
の
分
野
も
学
び
ま
し
た
が
、
一

番
楽
し
か
っ
た
高
齢
者
の
介
護
職
で

就
職
し
ま
し
た
。

翠
梨
重
（
以
下
、
翠
）　

私
は
、
大

阪
で
歯
科
衛
生
士
と
し
て
働
い
て
い

ま
し
た
。
介
護
施
設
で
の
訪
問
診
療

に
行
っ
た
際
に
は
、
利
用
者
も
ス

タ
ッ
フ
も
明
る
く
過
ご
さ
れ
て
い
る

印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　

縁
あ
っ
て
安
来
市
に
移
住
し
、
印

象
深
か
っ
た
介
護
職
の
魅
力
を
発
信

し
て
い
ま
す
。

安来市地域包括支援センター安来市地域包括支援センター
保健師保健師

廣江　陸廣江　陸

社会福祉法人せんだん会社会福祉法人せんだん会
やすぎの郷やすぎの郷
係長係長

小西悠希小西悠希

やすぎのやすぎの介護介護をより良くする！をより良くする！
私たちの挑戦私たちの挑戦

地域おこし協力隊地域おこし協力隊

翠　梨重翠　梨重

介
護
が
身
近
に
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杉本　迅
じん

大阪健康福祉短期大学安来キャンパ
スで介護を学ぶ。介護の出前授業で
は講師として参加。

杉
本
迅
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以
下
、
杉
本
）　
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介
護
福
祉
士
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介
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に
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れ
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け
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を
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ち
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し

た
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キ
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り
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う
だ
っ
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校
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め
ま

し
た
。

市
長　

皆
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ど
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っ
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け
で
介
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に
携
わ
ら
れ

た
よ
う
で
す
ね
。
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れ
ぞ
れ
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職
場
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ど

深
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手
不
足

は
あ
り
ま
す
か
。

小
西
　
現
場
の
課
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は
、
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タ
ッ
フ

の
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保
で
す
。
時
短
勤
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ト
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学
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バ
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終
わ
り
ま
せ
ん
。
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ン

交
換
や
片
付
け
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務
、
感
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予
防
の

消
毒
な
ど
時
間
が
か
る
業
務
も
分
担

す
る
な
ど
工
夫
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
は
、
職
員
等

の
体
調
管
理
も
よ
り
慎
重
に
な
っ
て

い
る
た
め
、
勤
務
の
調
整
は
大
変
で

す
。

　

利
用
者
さ
ん
の
生
活
支
援
を
最

優
先
に
し
て
い
る
た
め
、
話
を

ゆ
っ
く
り
聞
い
た
り
余
暇
時
間
を

充
実
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
も
課
題
に

感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
福
祉
短
大
の
学
生
ア
ル
バ
イ

ト
さ
ん
に
、
散
歩
や
外
出
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
若
く
や
る
気
が
あ

り
、
現
場
の
雰
囲
気
も
明
る
く
な
り

ま
す
し
、
職
員
も
見
習
わ
な
い
と
い

け
な
い
場
面
も
あ
り
ま
す
。

　

海
外
出
身
の
人
も
多
く
、
利
用
者

さ
ん
か
ら
日
本
の
文
化
や
方
言
を
習

う
な
ど
、
交
流
の
機
会
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

杉
本　

私
は
学
校
で
学
ぶ
ま
で
、
介

護
は
利
用
者
さ
ん
の
身
の
回
り
の
世

話
を
す
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
で
も
２
年
間
学
ん
で
、
身
体
介

護
だ
け
で
な
く
、
利
用
者
さ
ん
の
気

持
ち
に
寄
り
添
う
こ
と
が
大
切
だ
と

気
付
き
ま
し
た
。

　

実
習
先
の
施
設
で
も
、
人
手
不
足

で
、
利
用
者
さ
ん
の
要
望
に
寄
り
添

え
て
い
な
い
と
聞
き
ま
し
た
。
母
か

ら
も
人
手
が
足
り
ず
、
利
用
者
さ
ん

の
好
き
な
こ
と
を
さ
せ
て
あ
げ
ら
れ

な
い
と
聞
い
た
事
が
あ
り
ま
す
。

市
長
　
介
護
職
場
の
人
手
不
足
は
、

行
政
と
し
て
も
危
機
感
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　

市
で
も
「
介
護
の
し
ご
と
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」
や
「
や
す
ぎ
カ
イ
ゴ
の

ヒ
ー
ロ
ー
図
鑑
」
を
作
成
し
、
介
護

職
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
介

護
の
仕
事
を
長
く
続
け
て
も
ら
う
た

め
の
「
介
護
人
材
就
業
継
続
支
援
補

助
金
」
や
「
介
護
人
材
定
着
支
援
事

業
費
補
助
金
（
家
賃
補
助
）」
を
創

設
し
て
い
ま
す
。

　

翠
さ
ん
に
は
、
介
護
の
魅
力
発
信

を
続
け
て
い
た
だ
い
て
ま
す
が
、
反

響
は
い
か
が
で
す
か
。

翠
みどり

　梨重
地域おこし協力隊として、大阪から
安来へ移住。介護の出前事業などを
通して、介護職の魅力発信を行う。

特集： 介護座談会特集： 介護座談会
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翠　
「
介
護
の
出
前
授
業
」
を
福
祉

短
大
と
連
携
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
は
中
学
生
を
、
令
和
７

年
度
は
中
学
生
と
小
学
校
の
高
学
年

を
対
象
に
し
て
、
介
護
職
の
魅
力
や

高
齢
者
の
体
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、

杉
本
さ
ん
や
短
大
の
卒
業
生
、
短
大

の
先
生
に
話
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

授
業
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
授

業
後
、
介
護
職
を
将
来
の
職
業
と
し

て
選
択
で
き
る
」
と
回
答
す
る
生
徒

が
増
え
た
学
校
も
あ
り
ま
し
た
。
家

族
に
介
護
職
の
人
が
い
る
か
ど
う
か

や
地
域
差
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
出

前
授
業
を
通
じ
て
介
護
職
へ
の
イ

メ
ー
ジ
や
高
齢
者
と
の
関
わ
り
方
に

変
化
は
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

小
中
学
校
で
関
っ
て
き
た
子
ど
も

た
ち
が
、
福
祉
短
大
で
学
び
、
将
来

は
市
内
で
働
い
て
く
れ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

廣
江
　
私
も
小
さ
い
う
ち
か
ら
介
護

と
い
う
仕
事
を
身
近
に
感
じ
て
欲
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
出
前
講
座
は

小
中
学
生
で
す
け
ど
、
も
っ
と
小
さ

い
頃
か
ら
で
も
。

　

子
ど
も
の
将
来
の
夢
に
、「
お
医

者
さ
ん
」
や
「
看
護
師
さ
ん
」
は
あ

る
け
ど
、
そ
こ
に
「
介
護
」
は
な
か

な
か
出
て
こ
な
い
。
高
齢
者
と
の
ふ

れ
あ
い
や
介
護
を
目
に
す
る
機
会
が

な
い
と
発
想
で
き
な
い
と
思
い
ま

す
。

　

講
座
で
な
く
て
も
福
祉
短
大
の

「
萌
黄
祭
」
の
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ

な
世
代
が
交
流
で
き
れ
ば
、
仕
事
へ

の
印
象
や
人
と
の
関
わ
り
方
が
変

わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
小
さ
い
頃
「
萌
黄
祭
」
に
参

加
し
て
介
護
っ
て
か
っ
こ
い
い
仕
事

だ
と
思
い
ま
し
た
。
今
で
も
そ
の
時

の
事
が
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

小
西　

施
設
に
入
所
す
る
と
ど
う
し

て
も
地
域
と
の
交
流
は
減
り
が
ち
な

の
で
、
事
業
所
で
も
地
域
と
の
関
わ

り
は
重
要
な
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

感
染
症
対
策
な
ど
は
必
要
で
す

が
、
地
域
の
趣
味
サ
ー
ク
ル
や
子
ど

も
達
の
習
い
事
教
室
の
発
表
の
場
と

し
て
、
施
設
が
関
わ
り
を
持
て
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
人
が
施
設
と
関
わ
っ

て
来
て
く
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、「
施

設
に
入
所
し
て
も
楽
し
い
こ
と
が
あ

る
」
と
利
用
者
さ
ん
や
ご
家
族
に
も

思
っ
て
い
た
だ
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

▶
介
護
の
出
前
授
業
の
様
子

　（
講
師
：
杉
本
さ
ん
）

小西　悠
ゆ き

希
安来生まれ安来育ち。利用者の余暇
活動などにも力を入れていきたい。
介護支援専門員、介護福祉士。

廣江　陸
りく

安来生まれ安来育ち。
包括支援センターで介護予防に取り
組む。保健師。

特集： 介護座談会特集： 介護座談会
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▲介護予防・フレイル予
防啓発動画（通常編）
（ショート編もあります）

▶通常編２次元コード

市
長　

利
用
者
と
家
族
の
た
め
に
、

皆
さ
ん
は
非
常
に
手
厚
い
ケ
ア
を
考

え
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

杉
本　

私
も
今
後
、
就
職
先
で
利
用

者
さ
ん
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う
こ
と

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
介
護
に
携
わ
る
人
が
増
え
る
た

め
に
も
、
今
参
加
し
て
い
る
出
前
授

業
を
、
来
年
も
福
祉
短
大
の
後
輩
た

ち
に
続
け
て
ほ
し
い
で
す
。

　

学
校
で
、
認
知
症
の
方
が
見
て
い

る
景
色
を
Ｖ
Ｒ
で
体
験
す
る
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
人
に
体

験
し
て
欲
し
い
、
想
像
だ
け
で
は
感

じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
体
験
で
し

た
。
Ｖ
Ｒ
体
験
や
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
な

ど
の
技
術
の
進
歩
も
、
人
手
不
足
な

「フレイル」とは「フレイル」とは

ど
介
護
現
場
の
助
け
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

廣
江　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
で

も
、
事
務
仕
事
が
多
く
て
利
用
者
さ

ん
と
の
時
間
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
事
務

作
業
の
簡
素
化
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
を
進

め
る
こ
と
で
、
従
事
者
の
皆
さ
ん
も

さ
ら
に
や
り
が
い
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

翠　

市
は
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修

を
テ
キ
ス
ト
代
の
み
で
受
講
を
募
っ

て
い
ま
す
。
若
い
人
だ
け
で
は
な
く

て
、
60
代
70
代
の
方
も
受
講
さ
れ
て

働
き
始
め
て
い
る
方
も
あ
り
ま
す
。

働
く
意
欲
も
働
き
方
も
い
ろ
い
ろ
で

す
。
介
護
を
学
ぶ
入
り
口
は
あ
り
ま

す
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
関
わ
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

寄
り
添
う
気
持
ち

廣
江　

人
手
不
足
の
ほ
か
に
、
介
護

の
事
業
所
が
不
足
し
て
お
り
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
て
い
な
い
人

が
い
る
こ
と
も
課
題
で
す
。

　

保
健
師
と
し
て
、
高
齢
者
が
自
立

し
、
介
護
が
必
要
で
な
い
健
康
寿
命

を
延
ば
す
こ
と
が
、
介
護
の
課
題
解

決
に
必
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

介
護
予
防
・
フ
レ
イ
ル
予
防
と
し
て

「
こ
け
な
い
か
ら
だ
体
操
」
の
普
及

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
自
治
会
や

交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
集
ま
り
、
健

康
体
操
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

取
り
組
む
団
体
は
年
々
増
え
、
市

内
32
団
体
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
団
体
で
、
フ
レ
イ
ル
予
防
の
成

果
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
長　

地
域
と
の
つ
な
が
り
、
社
会

参
加
の
割
合
が
高
い
ほ
ど
介
護
予

防
・
フ
レ
イ
ル
予
防
に
効
果
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
幅
広
い
世
代
に
介
護
・
フ

レ
イ
ル
予
防
の
必
要
性
を
伝
え
る
啓

発
動
画
を
作
成
し
ま
し
た
。
市
の
動

画
チ
ャ
ン
ネ
ル
や
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
公

開
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
地
域
の
健

康
教
室
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
も
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

　

介
護
に
関
わ
る
皆
さ
ん
の
利
用
者

へ
寄
り
添
う
気
持
ち
や
取
り
組
み
が

非
常
に
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
安
心

安
全
に
暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り
の
中
心

は
、
医
療
と
介
護
と
福
祉
で
す
。
行

政
も
皆
さ
ん
と
同
じ
目
線
を
持
ち
、

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　　加齢に伴い、心身の活力（筋力、加齢に伴い、心身の活力（筋力、
認知機能、社会とのつながりなど）認知機能、社会とのつながりなど）
が低下し、『健康』と『要介護』のが低下し、『健康』と『要介護』の
間の『虚弱』な状態を指します。間の『虚弱』な状態を指します。

田中　武夫
令和２年 10 月から市長となり、現
在２期目。介護人材や医療提供体制
の確保など、医療・福祉・介護をま
ちづくりの根幹と位置づける。

特集： 介護座談会特集： 介護座談会
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令和 8年度令和 8年度　　安来市長施政方針安来市長施政方針

ワザワザを磨き、安らぎ安らぎをつむぎ、

シンカシンカするまちへ

　産業拡大の契機となる「安来スマートインターチェ
ンジ ( 仮称 )」の整備や、株式会社出雲村田製作所の
工場立地など、新たなまちづくりに向けた事業を着実
に進めます。定住にかかせない生活の基盤となる雇用
の場を確保していきます。

　地域産業を支える人材を確保するため、新たに「安
来市雇用対策協議会（仮称）」を設立し、市内企業の
人材確保を支援します。また、若者に「安来に住み続
けたい」と思ってもらえるよう、高校魅力化事業や県
立大学との連携を通じて若者と地域のつながりを深
め、定住意識の醸成と市内への就職を促進します。

　人口減少を見据え、将来にわたって安心して暮ら
せる持続可能なまちづくりを進めます。小中学校の
適正配置を進めるほか、安来市立病院の地方独立行
政法人化に向けた準備や、市外からの県立高校生を
受け入れる住まいの整備など、将来を見据えた体制
づくりに取り組みます。

　また、人口減少対策は「第 3 期安来市創生総合戦略」
に掲げる次の 5 つの基本目標を柱として、人口減少の
抑制と市民の暮らしの満足度向上を目指します。

○ 若者や女性にも選ばれる安来市をつくる
○ 地域資源を活用した産業振興を推進する
○ 安心して暮らせる安来市をつくる
○ 一人ひとりが活躍できる安来市をつくる
○ �AI・デジタルなどの新技術が活用される安来市を 

つくる

　令和 8 年度から令和 12 年度までを計画期間とする
「第 3 次安来市総合計画」がスタートします。新たな

総合計画では、目指すまちの将来像として、「ワザを
磨き、安らぎをつむぎ、シンカするまち」を掲げてい
ます。安来に受け継がれる魅力的な独自の「ワザ」を
生かし、地域の価値を見つめ直す「真価」、多様なつ
ながりを深める「深化」、次の時代へ挑戦する「進化」
の 3 つの “シンカ” を基本姿勢として、オール安来で
未来に向けた取り組みを進めます。

市議会３月定例会議で、田中市長が新年度の市政運営の基本
方針を表明しました。今号ではその概要を紹介します。

問　政策企画課　☎２３- ３０６０

施政方針の
詳細はこちら▶

● 新たな安来市への “シンカ”

● 次の世代につなげるまちづくり
〇 産業の拡大による地域活性化 〇 雇用の確保と若者の定住意識の醸成

〇 人口減少に対応した持続可能なまちづくり
◀
安
来
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
（
仮
称
）
事
業
地
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①
保
健
・
医
療
・
福
祉

・
地
域
医
療
を
支
え
る
人
材
を
確
保
す
る

た
め
、
医
学
生
や
薬
学
生
、
看
護
学
生
等

へ
奨
学
金
を
貸
与
し
ま
す
。
ま
た
、
医
療

従
事
者
と
の
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

・
複
雑
化
し
た
生
活
課
題
等
に
対
し
、
支

援
機
関
が
協
働
し
包
括
的
支
援
を
行
う
重

層
的
支
援
体
制
の
構
築
を
進
め
ま
す
。

・
安
来
、
広
瀬
、
伯
太
の
各
地
域
に
認
知

症
地
域
支
援
推
進
員
を
配
置
し
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
支

援
し
ま
す
。

・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
移
転
し
、
名
称
を

「
鴨
来
荘
」
か
ら
「
ふ
る
か
わ
」
へ
改
め
、

新
た
な
施
設
で
の
運
営
を
開
始
し
ま
す
。

・
子
ど
も
食
堂
の
新
規
開
設
や
運
営
を
積

極
的
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、
物
価
高
騰

の
影
響
を
受
け
る
運
営
団
体
に
対
し
て
新

た
な
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

②
子
育
て
・
教
育
・
文
化

・
市
外
の
医
療
機
関
で
出
産
す
る
妊
婦
の

不
安
や
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
出
産
先

の
医
療
機
関
周
辺
に
滞
在
す
る
宿
泊
費
を

助
成
し
ま
す
。

・
妊
産
婦
へ
育
児
用
品
を
直
接
お
渡
し
す

る
ほ
か
、
金
芽
米
や
デ
ジ
タ
ル
ギ
フ
ト
を

贈
呈
し
、
妊
娠
・
出
産
期
の
負
担
を
軽
減

し
ま
す
。 

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
か
ら
病
児
保
育
施

設
の
空
き
状
況
を
確
認
し
、
24
時
間
い
つ

で
も
利
用
予
約
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
新

た
に
導
入
し
ま
す
。

①保健・医療・福祉①保健・医療・福祉

②子育て・教育・文化

①保健・医療・福祉

②子育て・教育・文化 ②子育て・教育・文化

主要施策①～⑦の分野で令和 8 年度の主要施策を紹介します。

医療 DX の推進介護人材の確保

５歳児健診をスタート

フレイル予防の推進

やすぎ・ママサポ 119 小学校給食費の無償化

マルチタスク車両を活用し、
無医地区でのオンライン診
療を実施します。救急にお
いては、鳥取大学と遠隔医
療での連携を強化します。

介護福祉士の資格取得費助成
を新設するとともに、外国人材
の受入支援も進めます。担い手
確保と定着を後押しし、質の高
い介護サービスを維持します。

乳幼児健診に加え、新たに５
歳児健診を開始します。子ど
もの特性を把握して適切な支
援につなげ、就学に向けた保
護者の不安を軽減します。

後期高齢者のフレイル調査や
専用アプリで、心身の衰えを
早期発見。SNS での動画発信
や新たな通いの場づくりで、
健康寿命を延ばします。

妊婦の出産予定日や医療機関
等を事前登録する制度を開始
します。緊急時の救急搬送を
迅速化し、安心して出産できる
環境を整えます。（詳細は 20p）

国の交付金を活用し、令和 8
年度は小学校給食費を無償化
します。食材高騰分は市が支
え、保護者の負担を軽減しつ
つ、給食の安全と質を守ります。

安心・安全な給食で、児童の成
長を支援事前の登録で、もしもの時も安心

地域の通いの場で、フレイル予防

乳幼児健診の様子

地域の介護を担う人材を育成 奥田原地区でのオンライン診療が
本格稼働
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②子育て・教育・文化②子育て・教育・文化

④産業・観光・雇用

③防災・防犯

④産業・観光・雇用 ④産業・観光・雇用

主要施策①～⑦の分野で令和 8 年度の主要施策を紹介します。

こども誰でも通園制度和鋼博物館の改修

高校魅力化を推進

防災対策の充実

林業人材の育成 企業立地を促進

生後 6 カ月～ 3 歳未満児を
対象に、就労要件を問わず
月 10 時間まで保育所等を利
用できる「こども誰でも通園
制度」を 4 月から開始します。

和鋼博物館は 4 月から 3 年あ
まり休館し、空調の大型熱源
設備などを改修します。展示
改修も進め、たたらとハガネ
の魅力を発信します。

高校魅力化推進員を配置し、
高校生と地域の協働活動を支
援します。県立大学と連携した
キャリア講座を実施し、地域
の将来を担う人材を育てます。

災害に備え、食料や毛布など
の防災備蓄品を計画的に確保
します。水位監視カメラを増
設し、迅速な避難行動と被害
軽減につなげます。

伯太町の人材育成拠点で、技
能講習や市民参加の森林教室
を開催します。あわせて、拠
点内のモデル林の整備も進
め、人材を育てます。

市内への企業立地や事業拡大
を支援するため、設備投資や
造成費などを助成します。安
定した雇用の創出と、地域経
済の活性化を図ります。

・
教
職
員
の
事
務
負
担
の
軽
減
と
教
育
の

質
の
向
上
を
目
指
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
学
び
や
校
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
ま

す
。

・
令
和
12
年
度
開
催
予
定
の
国
ス
ポ
等
に

向
け
、
市
民
体
育
館
な
ど
の
施
設
改
修
に

向
け
た
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

③
防
災
・
防
犯

・
災
害
発
生
時
の
情
報
を
消
防
団
員
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
迅
速
に
一
斉
伝
達
し
、

出
動
状
況
の
把
握
や
事
務
処
理
の
効
率
化

を
図
り
ま
す
。

④
産
業
・
観
光
・
雇
用

・
首
都
圏
の
Ｉ
Ｔ
企
業
な
ど
の
誘
致
に
向

け
、
お
試
し
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
な
ど

の
独
自
支
援
策
を
活
用
し
、
雇
用
の
創
出

を
図
り
ま
す
。

・
安
来
節
保
存
会
支
部
の
無
い
九
州
地
方

で
安
来
節
の
公
演
や
市
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、

認
知
度
の
向
上
と
保
存
会
会
員
の
増
加
に

つ
な
げ
、
魅
力
発
信
を
進
め
ま
す
。

・
市
の
特
産
で
あ
る
い
ち
ご
の
産
地
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
生
産
基
盤
の
強
化
や

担
い
手
育
成
を
支
援
し
ま
す
。

・
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
で
の
好
成
績
に

向
け
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
種
牛
の
飼

養
管
理
や
調
教
の
指
導
等
を
強
化
し
ま

す
。

・
ク
マ
出
没
な
ど
緊
急
時
に
備
え
、
一
定
の

要
件
下
で
実
施
で
き
る
緊
急
銃
猟
の
体
制

整
備
や
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

地域の森を守る、新たな人材の育成 株式会社アメイズ（HOTEL AZ 運営）
の立地計画認定式

蛇
じゃばみ

喰川（東母里）のカメラ映像

KENDAI 未来アトリエ（市内高校×
島根県立大学）

より多くの人に安来市の歴史、文化
の価値を伝える博物館へ 毎日の子育てをサポート
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④産業・観光・雇用⑤都市基盤・生活

⑥自然・環境保全

⑤都市基盤・生活

⑦参画・協働・行財政 ⑤都市基盤・生活

農業を守る防除支援空き家対策の推進

持続可能なごみ処理へ

バスの運行を見える化

地域の拠点を整備 災害に強い水道へ

深刻な農業被害をもたらすカ
メムシから農作物を守るため、
防除にかかる経費を支援しま
す。被害の軽減を図り、持続
可能な農業を後押しします。

空き家の除却助成を拡充し、令
和 10 年度まで補助上限を引き
上げます。解体後の固定資産
税減免や管理事業者登録制度
を設け、適正管理を推進します。

災害時の迅速なごみ処理を見
据え、市の基本計画を改定し
ます。ごみの減量化を進める
とともに、処理体制や搬入手
数料の見直しを検討します。

スマートフォン等でイエロー
バスの運行状況が分かるシス
テムを一部路線で試験導入し
ます。待ち時間の不安を解消
し、利便性を高めます。

老朽化が課題となっている山佐
交流センターを、旧山佐小学校
へ移設します。令和 8 年度は調
査設計を進め、安全で快適な
地域活動の拠点を守ります。

上下水道耐震化計画等に基づ
き、重要施設につながる管路
の耐震化を最優先に進め、災
害時にも水の供給が絶たれな
い強靱な水道を目指します。 

⑤
都
市
基
盤
・
生
活

・
市
が
設
置
す
る
公
共
浄
化
槽
の
新
規
受

付
を
令
和
8
年
度
末
で
終
了
し
、
補
助
金

を
活
用
し
た
個
人
設
置
へ
移
行
し
ま
す
。

・
通
学
路
や
生
活
道
路
の
安
全
性
と
利
便

性
を
高
め
る
た
め
、
安
来
港
飯
島
線
な
ど

の
道
路
改
良
を
進
め
、
円
滑
な
通
行
環
境

を
整
え
ま
す
。

・
山
間
部
な
ど
の
不
感
地
域
の
解
消
に
向

け
、
移
動
通
信
用
の
基
地
局
（
鉄
塔
）
を

整
備
し
、
携
帯
電
話
が
つ
な
が
り
や
す
い

環
境
を
整
え
ま
す
。

・
安
来
の
魅
力
あ
る
景
観
を
守
る
た
め
、

有
識
者
に
よ
る
委
員
会
を
設
置
し
、
景
観

計
画
の
策
定
と
景
観
条
例
の
検
討
を
進
め

ま
す
。

⑥
自
然
・
環
境
保
全

・
太
陽
光
発
電
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
と
地
域
の
共
生
を
図
る
た
め
、

自
然
環
境
や
生
活
環
境
の
保
全
に
向
け
た

条
例
の
制
定
を
目
指
し
ま
す
。

⑦
参
画
・
協
働
・
行
財
政

・
市
が
所
有
す
る
未
利
用
の
公
共
施
設
な

ど
の
情
報
を
公
開
し
、
民
間
事
業
者
か
ら

利
活
用
の
提
案
を
受
け
て
事
業
化
を
検
討

す
る
「
民
間
提
案
制
度
」
を
運
用
し
ま
す
。

・
広
瀬
地
域
セ
ン
タ
ー
は
令
和
８
年
末
に

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階
へ
移
転
す
る
た

め
改
修
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
広
瀬
・
伯

太
庁
舎
の
宿
日
直
体
制
を
安
来
庁
舎
へ
集

約
し
ま
す
。

災害に備え、水道管の耐震化を進
めます移転先の旧山佐小学校校舎

システムの導入で、より乗りやすい
バスへ

ごみの減量を進め、持続可能な処
理体制へ

空き家対策を進め、安全な住環境へ ドローンを活用した防除作業
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このマークの記事は、関連
写真を「市公式フェイス
ブック」で公開しています。

安来節の新体験
市長日記市長日記

段
ボ
ー
ル
を
か
ぶ
る
？

バ
レ
ン
タ
イ
ン
×
科
学

　２月27日、安来節演芸館の『バーチャル
上映試写会』でどじょうすくい踊りなどを
鑑賞しました。
　踊りの映像を前後に設置するスクリーン
に投影することで、立体感を演出していま
す。安来節公演のない平日でも来館者に楽
しんでもらえる、新たなプログラムが誕生
しました。

　市内各地の認定こども園や幼稚園などで、節分の豆
まき会が開かれました。サプライズで鬼が登場すると、
子どもたちは大慌て。必死に豆を投げて鬼を追い払う
と、子どもたちは「もう○○はしません」とそれぞれ
に目標を立て、鬼との約束を結びました。

２月３日：島田こども園

　2月14日、さんそ学習館ケイオスで、安来まちゼ
ミ「科学実験とチョコフォンデュ作り」が開催され
ました。
　山陰酸素工業安来支店のみなさんが講師となり、
参加者は液体窒素を使ったチョコ作りと科学実験に
挑戦。普段は固まるのに時間のかかるチョコレート
も、科学の力で一瞬で凍らせることができました。
　子どもたちは、カチカチに凍ったチョコフォン
デュを美味しそうに頬張り、普段とはひと味違うバ
レンタインを過ごしました。

　２月15日、カフェ ｢サムライの昼寝｣で安来まち
ゼミ「段ボールでかぶり物を作ろう！」を開催。　
　安来Ｓo -Ｚo舎の中野滋さんから段ボールアート
を学び、幅３㎝のダンボールを自由に組み合わせ
て、ウサギや恐竜、王冠などのかぶり物を作りまし
た。作っていくうちに新しいアイディアが次々と浮
かび、王冠には宝石を、うさぎにはひげをつけるな
ど、大人も子どもも想像力豊かに取り組みました。
　参加者は「段ボールをグルーガンでつけるのは難
しかったけど、楽しくできた」と話しました。

▲マイナス196度の液体窒素。周囲の空気を急激
に冷やすため、たくさんの白い煙が広がります。

◀
映
像
と
思
え
な
い
ほ
ど
の

舞
台
に
、
思
わ
ず
見
入
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

今月の1枚

▲安来商工会議所が主催する安来まちゼミ。市
内の事業者からプロの技を学びます。
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断
る
勇
気
と
相
談
が
大
切

演
芸
館
で
神
話
の
世
界
へ

　２月1日、安来節演芸館で新春公演「神話の源流
出雲神楽」が開催されました。雲南市の無形民俗文
化財に指定されている「薦

こもざわ

沢神
か ぐ ら

楽社
しゃちゅう

中」が出演し、
出雲神話にまつわる「国

くにゆずり

譲」と「簸
ひ

の川大
お ろ ち

蛇退治」
の2演目を披露しました。
　出雲神楽ならではの伝統的なお囃

は や し

子と、優雅さの
中にも迫力ある舞で、観客を神秘的な神話の世界へ
と引き込みました。来場者からは「安来では神楽を
見る機会が少ないので、今回見ることができて嬉し
い」といった喜びの声が聞かれました。
　

大
人
気
で
長
蛇
の
列
に

親
子
で
楽
器
作
り

　２月14日、プラーナで松江養護学校安来分教室
の生徒による販売会が行われました。
　販売した商品は、生徒が自ら育て加工した野菜や
ジャム、焼き菓子などで、陳列から接客、会計まで
の全行程を生徒たちが担当しました。生徒会長の岩
田和輝さんは「丁寧に収穫や袋詰めを行い、商品を
傷つけないように注意しました。完売を目指します」
と意気込みを語ってくれました。
　販売会は生徒が働く喜びや達成感を感じ、社会性
や人との関わりを学ぶ貴重な機会となっています。

　２月10日、健康福祉センターで子育て支援セン
ターが主催するイベント「手作り楽器でミニコン
サートを楽しもう！」が開催されました。
　参加した親子は、シールやリボンを使ってオリジ
ナルのマラカスやワニ型カスタネットを作り、その
後は歌遊びやパネルシアターを楽しみました。
　子育て支援センターでは、児童家庭相談窓口の設
置や自由に遊べるプレイルームを開放。毎月親子で
楽しめるイベントを通じて、子どもたちが心も体も
元気に成長できるようサポートを行っています。

　２月５日、やすぎ図書館で第３回まなべ～る講座
「消費者トラブル事例と対策」が開催され、トラブ

ルに巻き込まれないための断り方を学びました。　
　講師の原亜紀子さん（安来市消費生活相談員）は、

「インターネット通販での定期購入トラブル」や「地
震発生後の屋根修理での訪問詐欺」など、市内で実
際に相談が寄せられた事例を紹介しました。
　参加者は「断ることに理由はいらない」「その場
で契約しない」「家族や周囲に相談する」など、多
様化するトラブルへの対策を改めて確認しました。

▲この日の最年少は生後10カ月。楽しく遊べま
した。

▲「簸の川大蛇退治」のひとコマ。大蛇の不気味
で迫力のある動きに、会場は釘付けになりました。

▲「私は詐欺にあわない」と思っている人への
注意喚起を参加者で考えました。

▲野菜もお菓子も好評で、個数制限を設けて販売
したものもありました。
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楽しく安全に運動するための注意点日常生活の中で身体を動かすポイント

健康の窓
今より +10分今より +10分

身体を動かしましょう！身体を動かしましょう！

～普段どのくらい身体を動かしていますか？～～普段どのくらい身体を動かしていますか？～

■問い合わせ　いきいき健康課　☎ 23-3221

　運動習慣（週２回以上、１回 30分以上の運動
を１年間続ける）のある人は、虚血性心疾患、高
血圧、糖尿病、肥満、骨粗しょう症、結腸がんな
どの病気にかかるリスクや死亡率が低いことが知
られています。また、運動習慣はメンタルヘルス
の改善や生活の質の向上にも効果があります。
　さらに、高齢者では、歩行などの日常生活の身
体活動が寝たきりの予防や死亡リスクの減少に役
立つことが示されています。

　身体を動かすことには、ウォーキングや筋力ト
レーニングのような運動だけではなく、家事、庭
仕事、通勤・通学といった日常生活の動きも含ま
れます。
　毎日まとまった時間を確保して運動するのは難
しくても、日常生活の中に身体を動かす機会はあ
ります。
　まずは、今よりも 10分多く身体を動かすこと
から始めてみませんか。

仕事中や家事など・・・
　　    エレベーターを使わず階段を利用する
　　    いつもの道より少しだけ遠回りをする
　　    駐車場では少し遠くに車を停めて歩く
　　    休憩時間やトイレに立ったときにスト
　　　レッチをする
日々のすきま時間で・・・
　　    テレビを見ながらストレッチをする
　　    掃除や家事をしながら、かかと上げや
　　　屈伸運動をする
　　    �イスに座るときは、スクワットをイ

メージしてゆっくり立ち座りする
　　    イスに座っているときに、足を上げる
地域で、仲間と一緒に・・・
　　    各地区で開催するウォーキング大会や
　　　運動教室などに参加する

医師へ相談
　足腰の痛み・心臓の異常など運動に不安が
ある人や、基礎疾患をお持ちの人は、必ず主
治医に相談しましょう。
体調チェック
　体調不良や痛みがあるときは休みましょ
う。無理のない範囲で行うことが大切です。
準備運動
　軽い体操や関節の曲げ伸ばしなど、
ウォームアップを行いましょう。
環境への備え
　動きやすい服装と足に合った適切な靴を選
びましょう。暑い日は日中の運動を避け、こ
まめに休憩と水分補給を心がけてください。
　ウォーキングの際は、交通事故や転倒に十
分注意しましょう。

５分でわかる健康情報をお届けする
『しまね MAME インフォ』から

家事やデスクワーク中にできる
スキマ運動（右２次元コード）
を紹介します。

『しまね MAME インフォ』では、ウォーキン
グの始め方やエクササイズなどの動画も紹介
しています。検索してご覧ください。

しまね MAME インフォ　検索
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New Books Introduction
本当のことを言おうか　３
谷川俊太郎　精選対話

あらすじと写真でわかる！
はじめての歌舞伎

増補改訂版『日本の椅子』
日本のロングライフ・チェア

著者
 谷川俊太郎

発行所
 岩波書店

　谷川俊太郎対話集第 3 巻。
大岡信、高橋源一郎、佐野洋
子 ら を 含 む ８ 人 と の 対 話 と
エッセイが収められています。
対話を通じて、詩や歌、朗読、
翻訳、絵本についての考えや
言葉の紡ぎ方を知ることで、
作品をより深く感じることが
できます。（音）

宇宙にヒトは住めるのか

著者
 林公代

発行所
 筑摩書房

　長期飛行を行う宇宙飛行士
のほぼ全員に「目」に何かし
らの変化が起こるという驚き
の新事実を紹介しています。
また、宇宙で快適に暮らすた
めの部屋の間取りや匂い、騒
音対策など、実際の生活を想
定した研究も非常に興味深い
です。（須）

新刊図書紹介図書館司書が選んだ注目の新刊を紹介します。

その他の新刊図書情報はその他の新刊図書情報は
安来　図書館情報　検索

【問い合わせ】
やすぎ図書館……☎ 22-2574
ひろせ図書室……☎ 32-4455
はくた図書室……☎ 37-0050

NEWその他　新刊図書

●落語家になるには� 渡邉寧久

●ぼくたちの卒業写真� 天川栄人

●きゅうきゅうしゃしゅつどう

　　　　　　　　　� はっとりひろき

●伊勢・出雲に秘められた聖地・神

社の謎　　　　　　　　　� 古川順弘

●七ツ下がりの女たち　　� 志川節子

●日本懐かしアナログゲーム大全

　　　　　　　　　　　� 思い出商店

●ふきのとう　　　　� くすはら順子

●神さまや鬼とのふしぎな話

　　　　　　　　　　　� 　岩波書店

●世界を変えた出来事（上下巻）

　　　　　　　　　　　� 　　原書房

ひ
ろ
せ
図
書
室
の
開
館
時
間

ひ
ろ
せ
図
書
室
の
開
館
時
間

を
変
更
し
ま
す

を
変
更
し
ま
す

　

ひ
ろ
せ
図
書
室
は
、
令
和
８
年

４
月
１
日
か
ら
次
の
時
間
帯
は
閉

室
し
ま
す
。

閉
室
時
間　

12
時
30
分
～
13
時
30

分
（
室
内
に
滞
在
で
き
ま
せ
ん
）

　

閉
室
時
間
中
の
返
却
は
、
返
却

ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
や
す
ぎ
図
書
館
と
は
く

た
図
書
室
の
開
館
時
間
は
変
更
あ

り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
　
ひ
ろ
せ
図
書
室

　

℡
32-

４
４
５
５

図
書
館
か
ら
の
お
願
い

図
書
館
か
ら
の
お
願
い

・
住
所
や
電
話
番
号
な
ど
、
利
用

者
情
報
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、

お
早
め
に
ご
来
館
の
う
え
、
変
更

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
貸
出
資
料
の
延
長
は
、
該
当
資

料
の
貸
出
期
限
内
に
、
電
話
ま
た

は
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
で
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ご
自
身
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
図
書
館
Ｗ

Ｅ
Ｂ-

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
を
通
じ
て
延
長

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
※
貸
出

期
限
が
過
ぎ
て
い
る
資
料
、
予
約

が
入
っ
て
い
る
資
料
は
延
長
で
き

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
　
や
す
ぎ
図
書
館

　

℡
22-

２
５
７
４

　映画『国宝』のヒットで歌
舞伎への関心が高まる中、「曾
根崎心中」や「娘道成寺」な
どの名作 50 演目を、豊富な写
真とともに紹介。その見どこ
ろをやわかりやすく解説した
中学生から大人まで楽しめる
歌舞伎の入門書です。（湯）

著者
 利根川裕

発行所
 株式会社世界文化社

　名作椅子を生み出した８人の
デザイナーの作品を紹介すると
ともに、１００年におよぶ家具
の歴史を紹介した一冊です。
　表紙にある柳

やなぎ

宗
そ う り

理の椅子「バ
タフライスツール」は、安来市
立図書館にもあります。図書館
へ来て座ってみませんか。（中）

著者
 島崎信

発行所
 グラフィック社
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地
域
に
点
在
す
る
文
化
や
風
習
、
文

化
財
な
ど
を
一
つ
の
「
ス
ト
ー
リ
ー
」

と
し
て
文
化
庁
が
認
定
し
て
い
る
日

本
遺
産
。
そ
ん
な
日
本
遺
産
に
、
た

た
ら
製
鉄
に
関
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
が

「
出
雲
國
た
た
ら
風
土
記
～
鉄
づ
く
り

千
年
が
生
ん
だ
物
語
～
」
と
し
て
認

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
日
本
遺
産
の
構
成
地

域
で
あ
る
安
来
市
・
雲
南
市
・
奥
出

雲
町
が
共
同
し
て
、
日
本
遺
産
の
構

成
文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
。

　

田
部
家
土
蔵
群
は
、
吉
田
の
町
の

中
心
部
に
あ
る
田
部
家
の
白
壁
土
蔵

群
で
す
。
現
代
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ

な
く
な
っ
た
「
な
ま
こ
壁
」
の
重
厚

な
建
物
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　

田
部
家
は
、
松
江
藩
の
三
大
鉄て

っ

し師

の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、
鉄
を
作
り
出

す
た
た
ら
場
を
町
の
周
辺
に
複
数
所

有
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
生
産
さ

れ
た
鉄
を
、
本
宅
近
く
に
設
け
ら
れ

た
大
鍛
冶
の
拠
点
で
割わ

り

鉄て
つ

（
包
丁
鉄
）

に
加
工
し
、
製
造
か
ら
加
工
ま
で
を

一
体
的
に
経
営
し
て
い
ま
し
た
。

　

周
辺
に
は
、
鉄
の
歴
史
を
学
べ
る

「
鉄
の
歴
史
博
物
館
」
や
古
民
家
を
活

用
し
た
「
Ｒ

リ

タ

Ｉ
Ｔ
Ａ
雲
南
吉
田
」
な

ど
が
あ
り
、
町
歩
き
も
楽
し
め
ま
す
。

＝人権尊重社会の実現をめざして＝

シリーズ
 人権を

考える 80

再出発する人の
背中を押す社会へ

■■
田田た

な

べ

た

な

べ部部
家
土
蔵
群
と
吉
田
の
町

家
土
蔵
群
と
吉
田
の
町

並
み
（
雲
南
市
）

並
み
（
雲
南
市
）

問い合わせ　人権施策推進課　☎２３-３０９５

【
日
本
遺
産
】

【
日
本
遺
産
】　
　
　
　
シ
リ
ー
ズ
⑫

シ
リ
ー
ズ
⑫

出出い

ず

も

の

く

に

い

ず

も

の

く

に

雲
國
雲
國
た
た
ら
風
土
記

た
た
ら
風
土
記

　

～
鉄
づ
く
り
千
年
が
生
ん
だ
物
語
～

　

～
鉄
づ
く
り
千
年
が
生
ん
だ
物
語
～問い合わせ　観光振興課

　☎２３-３１１０

再犯率の高さ
　過去に犯罪を犯した人が刑期を終えて社会復
帰した後も、問題を完全に解消できないまま再
び罪を犯し、刑務所に戻る例は少なくありませ
ん。「令和７年度犯罪白書」によると、令和２
年に出所した人が２年以内に再入所した割合は
15.1％、５年以内では 34.0％に上っています。
　出所時、多くの人は本気で更生をめざし、新
たな人生を歩む決意をします。しかし、社会に
は本人やその家族に対する根強い偏見や差別が
あり、不当な扱いを受けることも多いため、社
会復帰への道は非常に厳しい状況です。その結
果、社会から孤立し、生きづらさを抱えること
が再犯の引き金になっているとされています。

反省は一人、更生は…
　罪を犯した人が刑罰を受けるのは当然です
が、刑期を終えた人には未来を生きていく権利
があります。法務省のホームページには「刑を
終えて出所した人たちが地域社会の一員として
安定した社会生活を営むためには、本人の強い
更生意欲と、家族はもちろん、職場や地域社会
の理解と協力が必要です」と記されています。
反省は一人でもできますが、更生は一人ではで
きないのです。
　「社会を明るくする運動」では、毎年７月を「強
調月間」とし、再犯防止の啓発に取り組んでい
ます。犯罪のない安全で明るい社会の実現のた
め、立ち直り支援の輪を広げることを目指して
います。

▲田部家土蔵群（雲南市）

　～更生は一人ではできません～

関連情報はこちら
右下２次元コード：
出雲國たたら風土記
インスタグラム

左下２次元コード：
鉄の道文化圏ホーム
ページ

▶令和７年度社会を明るくす
る運動安来市推進大会では、
刑務所作業製品展示即売会を
同時開催。
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　事前予約により、行政サービスを交流センター
や近くの集会所など希望の場所で提供します。
対象エリア　市内全域
※ au 通信回線が利用可能な場所、車両（ハイ　
エース）を駐車できるスペースがある場所のみ
提供サービス（要予約）
①スマホ相談
②生活、健康などの相談
③証明書の発行　
④マイナンバーカードの新規申請、10 年更新
予約方法
　希望日の３日前までに、次のいずれかの方法で
予約してください。
 ・インターネット予約
　安来市相談・健（検）診等予約サイ
ト（右２次元コード）から予約してく
ださい。
 ・電話予約　ＤＸ推進課　☎２３- ３０２９

　下記の巡回スケジュールで利用してください。

提供サービス
右の事前予約提供サービス②～④、ごみ袋の購入 

（①スマホ相談はありません）

４月の巡回スケジュール　（ …交流センター）

市公式 LINE
はこちら

チャットボット
はこちら

■定期巡回で利用する場合

■事前予約で利用する場合

このコーナーでは安来市のＤＸの取り組みを紹介します。
ＤＸとは、デジタルトランスフォーメーションの略で、デジタル技術を社会に浸透させて人々の生活
をより良いものへと変革することです。

ぐるっとＹａｓｕｇｉ号でぐるっとＹａｓｕｇｉ号で
行政サービスをもっと身近に行政サービスをもっと身近に

問 ＤＸ推進課 ☎２３- ３０２９

「これって何ごみ？」AIチャットボットが答えます！ 問 環境政策課  ☎２３-３１００

「このごみ、何ごみ？」「粗大ごみになる？」そんな
疑問に、スマートフォンから 24 時間いつでも調べら
れる「ごみの分別ガイド」が便利です。

「カバン」と入力するだけで
何ごみになるのか、出し方の

注意点を詳しく教えてくれます！

    ① ＡＩチャットボットを開く
下の２次元コードから、チャットボットにアクセス
します。市公式 LINE のメニューから「AI チャッ
トボット」を選択して開くこともできます。

　② 「ごみの分別ガイド」を選択
最初の画面にある「ごみの分別ガイド」のボタ
ンを選びます。

　③ ごみの名前を入力！
調べたい品名を送信するだけで完了です。

巡回日 時間 場所

７日（火）
９時 30 分～ 10 時 30 分 宇波

11 時 15 分～ 12 時 15 分 東比田

８日（水） ９時 30 分～ 10 時 30 分 赤屋

９日（木） 10 時 00 分～ 11 時 00 分 奥田原
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　現在、市内には出産に対応する産科医療機関が
ありません。そのため、妊娠中の人の体調が急変
した場合や出産が始まりそうな場合などの緊急時
には、市外の医療機関まで行く必要があります。

問い合わせ問い合わせ　消防本部警防課救急係　☎２３- ３４０９　消防本部警防課救急係　☎２３- ３４０９

妊娠中の人の「もしもの時」に備えて妊娠中の人の「もしもの時」に備えて
消防署が安来のママさんをサポートします消防署が安来のママさんをサポートします

やすぎ・ママサポ１１９やすぎ・ママサポ１１９
　そこで、妊娠中の人が安心して出産できる環境
を整備するため、緊急時の１１９番通報、救急活
動をより迅速・円滑に行う取り組み「やすぎ・マ
マサポ１１９」の運用を開始します。

どんなときに使えるの？どんなときに使えるの？

対象者対象者 登録方法登録方法

・陣痛など出産の兆候が現れたものの、家族などの付き添い
や移動手段がなく、医療機関を受診できないとき

・出産前に体調が急変し、医師から救急車で病院へ行くよう
指示されたとき

・妊娠中の事故や転倒、急な体調不良で救急車が必要なとき

・市内に住む妊娠中の人
・里帰り出産などで、一時的に市内に滞在する
妊娠中の人

・市内の事業所などに勤務する妊娠中の人（市
外在住者も含む）

①市ホームページ（右２次元コード）
　から電子申請します
　（いきいき健康課で妊娠届出時に
　も手続きできます）
　登録する情報：住所・氏名・妊娠週数・かかり
　つけ医療機関など
②申請後、概ね２週間以内に「登録カード」を　
　郵送します
③「登録カード」は、必要な時に使用できるよう
　常に携帯してください

・妊娠中の人の状態によっては、出産予定先医
療機関とは異なる産科医療機関へ搬送する場合
があります

・届出内容に追加・変更がある場合は、警防課
まで連絡ください

その他その他

・出産予定日から２カ月経過したときは、届出・
登録情報を抹消します

・詳しくは市ホームページ（右２次
元コード）を確認ください

令和８年４月１日から
　　登録・受付・運用を開始します

利用方法（利用場所は市内に限ります）利用方法（利用場所は市内に限ります）

ママサポ
「○○番（登録番号）

  ○○（氏名）です」 １１９

①「登録カード」を手元に用意し、すぐに「１１９番」通報をします
②「登録番号」、「氏名」を伝えてください
③ 登録情報をもとに、適切な産科医療機関へ迅速に救急搬送します
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…総合文化ホールアルテピア
申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター

庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
総

行　

政

行　

政

国
民
年
金
保
険
料

学
生
納
付
特
例

　

学
生
で
本
人
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
と
き
、
在
学
中
の
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制

度
で
す
。
承
認
さ
れ
る
と
納
付

が
猶
予
さ
れ
、
10
年
以
内
に
追

納
す
れ
ば
、
老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。
な

お
、申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す
。

猶
予
対
象　

▽
令
和
８
年
度
分

（
令
和
８
年
４
月
か
ら
令
和
９

年
３
月
ま
で
）
の
保
険
料
※
令

和
８
年
４
月
か
ら
受
付
開
始

▽
過
去
２
年
１
カ
月
前
ま
で

（
申
請
月
を
１
月
目
と
し
て
計

算
）
の
保
険
料
で
、
未
納
の
も

の
※
随
時
受
付

持
ち
物　

次
の
①
～
③
全
て

①
窓
口
に
来
る
人
の
本
人
確
認

書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

ま
た
は
運
転
免
許
証
）　

②
被

保
険
者
の
基
礎
年
金
番
号
ま
た

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ
か
る
も

の
（
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
い
ず
れ
か
）

Ａ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
Ｂ

基
礎
年
金
番
号
通
知
書
、
Ｃ
年

金
手
帳　

③
学
生
で
あ
る
こ
と

を
証
明
す
る
書
類
（
a
、
ｂ
、

ｃ
の
い
ず
れ
か
）　

a
在
学
証

明
書
（
原
本
、
返
却
し
ま
せ

ん
）、
b
学
生
証
（
原
本
）、
c

学
生
証
の
コ
ピ
ー
（
裏
面
に
有

効
期
限
、
学
年
、
入
学
年
月
日

の
記
載
が
あ
る
場
合
は
両
面
の

コ
ピ
ー
が
必
要
。
返
却
し
ま
せ

ん
）

そ
の
他　

▽
代
理
申
請
も
可
能

で
す
（
代
理
人
が
家
族
で
は
な

い
場
合
は
委
任
状
が
必
要
）。

▽
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
の
電

子
申
請
や
郵
送
申
請
も
可
能
で

す
。
詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機

構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

荒
島
駅
前
駐
輪
場
の
窓
口

受
付
時
間
を
変
更
し
ま
す

　

4
月
1
日
か
ら
、
荒
島
駅
前

駐
輪
場
の
「
窓
口
受
付
時
間
」

林野火災注意報・警報の林野火災注意報・警報の
運用を開始しました運用を開始しました

　全国各地で大規模な林野火災が発生しています。
安来市消防署では林野火災を防ぐため、令和８年
１月１日から「林野火災注意報」および「林野火
災警報」の運用を始めています。

■発令の時期・基準
毎年１月〜５月を中心に、以下の気象状況になっ
た場合に発令します。

・注意報：予防上「注意」を要する状況
・警 報：予防上「危険」な状況
※気象状況により１〜５月以外にも発令すること
があります。

■お知らせの方法
発令時は、行政告知放送や消防車の巡回広報など
でお知らせします。

■発令時の制限
注意報や警報が発令された場合は、火の使用に関
して以下の制限などがかかります。

・たき火をしない
・火入れをしない …など

　一人ひとりの心がけが、大切な森林資源や生命・
財産を守ります。市民の皆さまのご理解とご協力
をお願いします。

※詳しくは市ホームページ（右２次元
コード）をご覧ください。● 地

● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

消防本部予防課　℡ ２３- ３４２３

た
だ
く
か
、
市
民
課
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
場
所　

市
民
課
（
安
来

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

）、
広
瀬

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

・
伯
太

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

市
民
課

　

℡
23-

３
０
８
５

・
松
江
年
金
事
務
所

℡
０
８
５
２-

23-

９
５
４
０

（
自
動
音
声
案
内
②
の
後
に
②
）

を
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

新
し
い
窓
口
受
付
時
間
　
７
時

～
9
時
／
16
時
～
19
時

　

定
期
券
の
更
新
な
ど
の
手
続

き
は
右
記
の
時
間
内
と
な
り
ま

す
が
、
自
転
車
の
出
入
り
や
一

日
利
用
な
ど
に
つ
い
て
は
、
窓

口
の
時
間
に
か
か
わ
ら
ず
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
（
年
中
無

休
）。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

定
住
産
業
課　

　

℡
23-

３
１
０
６
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よ
り
、
次
の
「
減
免
を
必
要
と

す
る
事
由
」
に
変
更
が
な
い
場

合
に
限
り
、
継
続
手
続
き
が
不

要
と
な
り
ま
し
た
。

 

・ 

減
免
を
受
け
て
い
る
車
両

 

・ 

障
が
い
者
手
帳
等
の
内
容

 

・ 

運
転
者
の
運
転
免
許
証

●
免
許
更
新
時
な
ど
は
申
請
が

必
要
で
す

　

運
転
免
許
証
を
更
新
し
た
な

ど
、右
記
の
内
容
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
は
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
が
な
い
場
合
は
減
免
の
対

象
か
ら
外
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
対
象
と
な
り
得
る
人
に
は
、

令
和
7
年
11
月
に
案
内
文
書
を

お
送
り
し
て
い
ま
す
。

※
減
免
の
要
件
な
ど
、
詳
し
く

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
下
2
次
元

コ
ー
ド
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

税
務
課　

℡
23-

３
０
４
０

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申

請
、
交
付
等
の
休
日
窓
口

を
開
設
し
ま
す（
要
予
約
）

　

休
日
窓
口
を
利
用
す
る
場
合

は
、
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
必

ず
３
日
前
ま
で
に
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。
予
約
は
、
市
民
課
へ

の
電
話
予
約
、
ま
た
は
安
来
市

相
談
・
健
（
検
）

診
等
予
約
サ
イ
ト

（
下
２
次
元
コ
ー

ド
）
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

４
月
26
日
㈰
９
時
～
12

時場
所　

市
民
課
（
安
来

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

）

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

市
民
課　

℡
23-

３
０
８
３

令
和
８
年
度

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
の
縦
覧
が
で
き
ま
す

　

納
税
者
（
代
理
人
を
含
む
）

の
皆
さ
ん
が
、
自
分
の
所
有
す

る
土
地
ま
た
は
家
屋
の
価
格

と
、
市
内
の
ほ
か
の
土
地
ま
た

身
体
障
が
い
者
等
に
対
す

る
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）

を
減
免
で
き
ま
す

　

心
身
に
障
が
い
の
あ
る
人
の

た
め
に
使
用
さ
れ
る
軽
自
動
車

等
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す

場
合
、
申
請
に
よ
り
軽
自
動
車

税
（
種
別
割
）
の
減
免
を
受
け

ら
れ
ま
す
。
減
免
の
要
件
は
、

障
が
い
の
程
度
や
運
転
者
な
ど

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

●
継
続
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
毎
年
の
申
請
が
必

要
で
し
た
が
、
令
和
８
年
度
分

　これまで市役所庁舎前の掲示場で行って
いた例規等の「告示・公告」を、市ホームペー
ジへ移行します。これにより、スマートフォ
ンなどから、いつでも確認できるようにな
ります。

■運用開始日：４月１日㈬
■掲載期間：概ね２カ月間（延長の場合あり）

※市ホームページ「電子掲示場」
（右２次元コード）をご覧くださ

い。 ● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

総務課　℡２３- ３０１６

市の「告示・公告」を市の「告示・公告」を
ホームページへ移行しますホームページへ移行します

は
家
屋
の
価
格
を
確
認
す
る
こ

と
で
、
所
有
す
る
土
地
や
家
屋

の
価
格
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う

か
を
比
較
で
き
る
制
度
で
す
。

縦
覧
期
間　

４
月
１
日
㈬
～
６

月
１
日
㈪
９
時
～
17
時（
土
日
・

祝
日
を
除
く
）

縦
覧
場
所　

税
務
課（
安
来

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

）

持
ち
物　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
（
代

理
人
は
、
委
任
状
が
必
要
）

●
令
和
８
年
度
固
定
資
産
税
課

税
明
細
書
の
送
付
時
期

　

令
和
８
年
度「
課
税
明
細
書
」

の
送
付
時
期
を
変
更
し
ま
す
。

５
月
上
旬
に
納
税
通
知
書
と
課

税
明
細
書
を
分
け
て
発
送
し
ま

す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

税
務
課　

℡
23-

３
０
５
１

児
童
扶
養
手
当
な
ど
の

支
給
額
が
改
定
さ
れ
ま
す

　

２
０
２
５
年
全
国
消
費
者
物

価
指
数
に
あ
わ
せ
、
児
童
扶
養

手
当
等
は
、
令
和
８
年
４
月
分

か
ら
次
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま

す
（
手
当
額
は
月
額
）。

①
児
童
扶
養
手
当

・
全
部
支
給
…
４
万
８
０
５
０

円（
改
定
前 

４
万
６
６
９
０
円
）

・
一
部
支
給
…
４
万
８
０
４
０

円
～
１
万
１
３
４
０
円

（
改
定
前 

４
万
６
６
８
０
円
～

１
万
１
０
１
０
円
）

第
二
子
以
降
加
算
額

・
全
部
支
給
…
１
万
１
３
５
０

円（
改
定
前 

１
万
１
０
３
０
円
）

・
一
部
支
給
…
１
万
１
３
４
０

円
～
５
６
８
０
円
（
改
定
前 

１
万
１
０
２
０
円
～
５
５
２
０

円
）

②
特
別
児
童
扶
養
手
当

・
１
級
…
５
万
８
４
５
０
円（
改

定
前 

５
万
６
８
０
０
円
）

・
２
級
…
３
万
８
９
３
０
円（
改

定
前
３
万
７
８
３
０
円
）

※
②
は
、
８
月
支
給
分
（
４
～

７
月
分
）
か
ら
改
定
後
の
額
で

支
給
さ
れ
ま
す
。

③
特
別
障
害
者
手
当

・
３
万
４
５
０
円
（
改
定
前 

２
万
９
５
９
０
円
）

④
障
害
児
福
祉
手
当

・
１
万
６
５
６
０
円
（
改
定
前 

１
万
６
１
０
０
円
）

※
①
、
③
、
④
は
、
５
月
支
給

分
か
ら
改
定
さ
れ
ま
す
（
５
月

支
給
分
の
う
ち
、
４
月
分
の
み

改
定
後
の
額
で
支
給
）。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

①
に
つ
い
て

　

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
１
１

　

②
～
④
に
つ
い
て

　

福
祉
課　

℡
23-

３
２
９
５
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…総合文化ホールアルテピア
申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター

庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
総

●
警
察
事
務（
大
学
卒
業
程
度
）

第
１
次
試
験
日　

6
月
21
日
㈰

申
込
受
付
期
間　

4
月
24
日
㈮

～
5
月
22
日
㈮

●
警
察
事
務（
高
校
卒
業
程
度
）

第
１
次
試
験
日　

９
月
27
日
㈰

申
込
受
付
期
間　

７
月
29
日
㈬

～
８
月
28
日
㈮

　

詳
し
く
は
島
根
県
警
採
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
2
次
元
コ
ー

ド
）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

安
来
警
察
署　

　

℡
22-

０
１
１
０

警
察
官
採
用
試
験

●
警
察
官
A
（
大
学
卒
）

第
１
次
試
験
日
　
５
月
10
日
㈰

申
込
受
付
期
限　

４
月
10
日
㈮

●
警
察
官
B
（
大
学
卒
）

危
険
物
取
扱
者
試
験

（
甲
種
・
乙
種
・
丙
種
）

試
験
日
・
場
所　

▽
第
１
回
…

６
月
７
日
㈰
・
出
雲
市
ほ
か　

▽
第
２
回
…
６
月
14
日
㈰
・
松

江
市
ほ
か

受
付
期
間　

４
月
３
日
㈮
～
４

月
17
日
㈮

受
験
願
書　

安
来
市
消
防
本

部
、
広
瀬
・
伯
太
各
分
署
、
比

田
分
駐
所
に
設
置

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

島
根
県
支
部　

　

℡
０
８
５
２-

27-

５
８
１
９

Ｓ
Ｐ
Ｉ
３
方
式

第
１
次
試
験
日　

６
月
下
旬
～

7
月
中
旬

申
込
受
付
期
間　

５
月
18
日
㈪

～
６
月
17
日
㈬

●
警
察
官
B（
高
校
卒
業
程
度
）

Ｓ
Ｐ
Ｉ
３
方
式

第
１
次
試
験
日　

６
月
下
旬
～

7
月
中
旬

申
込
受
付
期
間　

５
月
18
日
㈪

～
６
月
17
日
㈬

●
警
察
官
A（
高
校
卒
業
程
度
）

第
１
次
試
験
日　

９
月
20
日
㈰

申
込
受
付
期
間　

７
月
29
日
㈬

～
８
月
28
日
㈮

中小企業の「デジタル化費用」中小企業の「デジタル化費用」
を補助しますを補助します

　市内の中小企業者などを対象に、業務の
効率化や省力化のためのデジタル化に要す
る費用の一部を補助します。物価高騰対策
や、賃上げに向けた経費削減・生産性向上
にお役立てください。

■対 象 者：市内に本社や主たる事業所が
ある中小企業者・個人事業主

（※農林漁業などは除く）

■対象事業：デジタル化によって業務効率
化や省力化を図る事業

■補 助 率：対象経費の 1/2（上限100万円）

■受付期間：４月１日㈬～10月30日㈮

※詳しくは市ホームページ（右
２次元コード）をご覧ください。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

定住産業課　℡２３- ３１０６

下
水
路
清
掃
土
砂

の
回
収
を
行
い
ま
す

　

下
水
路
（
生
活
排
水
路
）
清

掃
で
発
生
す
る
土
砂
回
収
の
申

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間　

４
月
１
日
㈬
～
令

和
９
年
２
月
19
日
㈮
、
受
付
時

間
…
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
令
和
９
年
２
月
末
ま
で
に
清

掃
を
終
了
す
る
も
の
に
限
り
ま

す
。

受
付
場
所　

環
境
政
策
課
（
安

来

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

）

申
込
方
法　

▽
申
込
書
を
環
境

政
策
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い　

▽
申
込
書
は
、
環
境
政
策

課
、
広
瀬
・
伯
太
各

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

に
設
置

し
て
い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

注
意
事
項　

▽
回
収
は
、
自
治

会
に
よ
る
下
水
路
（
生
活
排
水

路
）
清
掃
で
発
生
し
た
土
砂
に

限
り
ま
す
。　

▽
土
砂
は
土
の

う
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
土

の
う
袋
は
各
自
治
会
で
ご
準
備

く
だ
さ
い
。　

▽
回
収
は
、
清

掃
日
か
ら
２
開
庁
日
以
内
に
行

い
ま
す
が
、
実
施
が
多
い
４
月

か
ら
６
月
は
、
３
日
以
上
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。　

▽
交

通
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
場
所
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。　

▽
不
燃

物
や
紙
く
ず
、
草
、
木
な
ど
は

入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。　

▽

溝
ふ
た
上
げ
機
の
貸
し
出
し
を

希
望
す
る
場
合
は
、
申
込
書
の

記
載
欄
に
そ
の
旨
を
ご
記
入
く

だ
さ
い
（
原
則
１
台
ま
で
）。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

環
境
政
策
課

　

℡
23-

３
１
０
０

危
険
物
取
扱
者
試
験

準
備
講
習
会

実
施
日
・
場
所
　
①
５
月
12
日

㈫
・
テ
ク
ノ
ア
ー
ク
し
ま
ね
（
松

江
市
北
陵
町
）
②
5
月
14
日
㈭
・

い
わ
み
ー
る
（
浜
田
市
野
原
町
）

定
員
　
①
36
人　

②
30
人

対
象
者
　
危
険
物
取
扱
者
試
験

乙
種
第
４
類
を
受
験
す
る
者

申
請
期
限　

講
習
会
の
１
週
間
前

申
請
書　

安
来
市
消
防
本
部
、

広
瀬
・
伯
太
各
分
署
、
比
田
分

駐
所
に
設
置

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

島
根
県
危
険
物
保
安
協
会

連
合
会　

　

℡
０
８
５
２-

22-

７
２
０
２
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保　

健

保　

健

乳
幼
児
健
診

　

受
付
時
間
は
、
対
象
者
ご
と

に
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

個
別
通
知
で
確
認
く
だ
さ
い
。

●
乳
児
前
期
健
診

日
時　

４
月
９
日
㈭
午
後

場
所　

●
●
●
●
●
●
●

対
象　

令
和
７
年
11
月
１
日
～

11
月
30
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

発
育
測
定

日
時
・
場
所　

４
月
24
日
㈮
10

時
～
11
時
・

●
●
●
●
●
●
●

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
バ

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
講
座
（
４
月

１
日
㈬
９
時
受
付
開
始
）

※
要
申
し
込
み

●
と
こ
ち
ゃ
ん
の
部
屋
～
絵
本

を
楽
し
む
に
は
～

　

講
師
は　
「
え
ほ
ん
や
と
こ

このマークがあるお知らせは、母子健康情報アプリ「母子モ（安来市版）」でも申し込み

可能です。右の２次元コードからアプリの詳細を確認することができます。

加納美術館企画展加納美術館企画展

「小野「小野竹竹
ち っ き ょ うち っ き ょ う

喬喬  ＋＋  春男 親子展」春男 親子展」
同時開催：加納莞

かんらい

蕾展「今願う－世界の平和を」

　戦地で若くして命を落とした小野春男と、息子
の死を経て心象風景へと向かった小野竹喬。二人
の作品を通して、喪失と表現、そして祈りとして
の絵画を見つめ直す展覧会です。

■会 期
４月17日㈮～
６月14日㈰
■開館時間
９時～16時30分

（入館は16時まで）
■休 館 日
火曜日（５月５日は開館、７日㈭は振替休館）
■入 館 料
一般 1,100円（900円）、大学生 550円（450円）、
高校生以下 無料　※ (　 ) 内は団体料金

【関連イベント：名碗を愉しむ会】
■日 時：４月19日㈰ �①10時30分～  

②13時30分～
■会 場：茶室「如水庵」
■参 加 費：2,000円（入館料は別途）
■定 員：各６人
■申込期限：４月16日㈭

※最新情報は美術館ホームページ（右
2 次元コード）をご確認ください。● 地

● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

安来市加納美術館　℡３６- ０８８０

◀
小
野
竹
喬
「
湖
辺
」

　

大
正
12
年

協
会
け
ん
ぽ
島
根
支
部

令
和
８
年
度
保
険
料
率

　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会

け
ん
ぽ
）
島
根
支
部
の
健
康
保

険
料
率
と
介
護
保
険
料
率
は
、

３
月
分
（
４
月
納
付
分
）
か
ら

次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。　

　

な
お
、
任
意
継
続
の
被
保
険

者
は
４
月
分
（
４
月
納
付
分
）

か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

令
和
８
年
度
の
保
険
料
率

●
健
康
保
険
料
率
…
９
・
94
％

（
令
和
７
年
度
９
・
94
％
）

●
介
護
保
険
料
率
…
１
・
62
％

（
令
和
７
年
度
１
・
59
％
）

●
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
率

･･･

０
・
23
％
（
新
設
）

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

全
国
健
康
保
険
協
会
島
根
支

部
℡
０
８
５
２-

59-

５
１
３
９

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
健

診
ア
ン
ケ
ー
ト
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
乳
児
後
期
健
診

日
時　

４
月
27
日
㈪
午
後

場
所　

●
●
●
●
●
●
●

対
象　

令
和
７
年
６
月
１
日
～

７
月
15
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
バ

ス
タ
オ
ル

ス
タ
オ
ル

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２

離
乳
食
教
室

開
催
日　

4
月
21
日
㈫

時
間　

▽
前
期
（
生
後
５
～
８

カ
月
児
）
：
10
時
～
11
時　

▽
後
期
（
生
後
９
カ
月
児
～
１

歳
６
カ
月
児
）
：
14
時
～
15
時

場
所　

●
●
●
●
●
●
●

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
ご

は
ん
手
帳
（
乳
児
前
期
健
診
で

配
布
）、試
食
用
ス
プ
ー
ン
（
大

人
用
、
子
ど
も
用
）

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

い
き
い
き
健
康
課　

　

℡
23-

３
２
２
７

ち
ゃ
ん
」
店
主
の
高
橋
素
子
さ

ん
（
米
子
市
）。
乳
幼
児
期
に

お
け
る
絵
本
の
大
切
さ
や
楽
し

さ
に
つ
い
て
学
び
、
親
子
で
一

緒
に
読
み
聞
か
せ
や
歌
あ
そ
び

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
♪

日
時　

４
月
20
日
㈪
10
時
30
分

～
12
時

場
所　

●
●
●
●
●
●
●

運
動
指
導
室

定
員
　
10
組

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

子
ど
も
未
来
課　

　

℡
23-

３
２
２
２
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…総合文化ホールアルテピア
申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター

庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
総

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

　

再
就
職
に
向
け
た
職
業
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
技

能
資
格
の
取
得
や
、
企
業
で
生

か
せ
る
応
用
力
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
が
目
標
で
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
科
（
訓

練
期
間
は
各
３
カ
月
）

①
６
月
～
８
月

②
９
月
～
11
月

③
12
月
～
令
和
９
年
２
月

※
原
則
土
日
祝
は
休
み
で
す
。

対
象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
所
長
の

受
講
指
示
ま
た
は
推
薦
が
受
け

ら
れ
る
人

そ
の
他　

▽
定
員
15
人　

▽
受

講
料
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

は
個
人
負
担
）　

▽
雇
用
保
険

受
給
者
は
基
本
手
当
等
が
支
給

（
訓
練
受
講
給
付
金
に
も
対
応
）

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
す
ぎ

　

℡
22
‐
２
５
４
５

安
来
市
学
習
訓
練

セ
ン
タ
ー
主
催
の
教
室

　

い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
相
談

　

パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク

セ
ル
）
の
基
本
操
作
な
ど
の
相
談

　

パ
ソ
コ
ン
の
不
具
合
・
修
理

は
対
応
し
て
い
ま
せ
ん
。

開
催
日　

平
日
の
み（
予
約
制
、

当
日
予
約
可
）

時
間　

▽
10
時
～
12
時　

▽
14

時
～
16
時

受
講
料　

１
時
間
に
つ
き

１
０
０
０
円

そ
の
他　

▽
要
事
前
予
約
（
当

日
予
約
可
）

▽
パ
ソ
コ
ン
・
プ
リ
ン
タ
ー
・

デ
ジ
カ
メ
の
持
ち
込
み
可　

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル

は
当
セ
ン
タ
ー
の
パ
ソ
コ
ン
で

の
み
利
用
可

●
パ
ソ
コ
ン
体
験
教
室

　

パ
ソ
コ
ン
に
さ
わ
っ
て
簡
単

な
操
作
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

訓
練
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の
パ

ソ
コ
ン
で
行
い
ま
す
。

　

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

開
催
日　

平
日
の
み（
予
約
制
、

当
日
予
約
可
）

時
間　

▽
10
時
～
12
時　

▽
14

時
～
16
時

受
講
料　

１
時
間
に
つ
き

１
０
０
０
円

●
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

教
室

　

初
心
者
大
歓
迎
。
今
回
は
母

の
日
ア
レ
ン
ジ
で
す
。
季
節
の

やすぎ生活応援商品券をやすぎ生活応援商品券を
配布します配布します

　物価高騰による家計への負担を軽減し、地
域経済を活性化するため、市内店舗で使える

「やすぎ生活応援商品券」を市民の皆さま全
員に配布します。

■対 象：基準日に安来市へ住民登録がある人
■内 容：１人１万円分（市内店舗等で利用可）
■時 期：６月末から配布予定
※基準日等の詳細は市ホームページで随時ご
案内します。

取扱事業者を募集します
　令和６年度「やすぎ子育て応援商品券」の
指定事業者で、登録内容に変更がない場合は
手続き不要です（対象者へは通知済）。新規登
録、または内容の変更・辞退をご希望の場合
のみ手続きをお願いします。

■対象事業者：�市 内 に 店 舗 等 が ある 小 売・ 
飲食業など

■申 込 期 限：７月31日㈮
※４月23日㈭までの登録で、市民に配布する

「事業者一覧」に掲載されます（以降は市ホー
ムページにて随時更新します）。

※申込方法など、詳しくは市ホーム
ページをご覧ください。● 地

● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

定住産業課　℡２３- ３１０５

太
極
拳
無
料
体
験
教
室

　

４
月
に
１
カ
月
間
無
料
体
験

お
花
で
気
軽
に
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

４
月
18
日
㈯
10
時
～
11
時

受
講
料　

２
５
０
０
円
（
材
料

費
込
み
）

持
ち
物　

は
さ
み

定
員　

20
人
程
度

申
込
期
限　

４
月
13
日
㈪
12
時

　

締
切
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
受

講
料
の
支
払
い
が
必
要
で
す
。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン

タ
ー　

℡
23-

１
７
５
０

教
室
を
行
い
ま
す
。

会
場
・
開
催
曜
日
な
ど

●
安
来
中
央

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

▽
㈭
19
時
～
20
時
30
分

▽
㈯
９
時
30
分
～
11
時

連
絡
先　

岩
佐　

℡
０
９
０-

２
２
９
１-

０
１
６
０　

●
広
瀬
中
央

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

▽
㈪
19
時
～
20
時
30
分

▽
㈭
９
時
30
分
～
11
時

連
絡
先　

吉
田　

℡
０
９
０-

４
８
０
２-

２
２
７
９

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

安
来
市
太
極
拳
協
会
・
岩
佐

　

℡
０
９
０-

２
２
９
１-

０
１
６
０　
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土地および建物を公売します土地および建物を公売します

安来市は、次の市有財産を一般競争入札によ安来市は、次の市有財産を一般競争入札によ
りり売却します。売却します。

【公売物件】【公売物件】
■土地■土地
①�所在地：安来市広瀬町上山佐 618 番１①�所在地：安来市広瀬町上山佐 618 番１
　地　目：宅地　地　目：宅地
　面　積：649.63㎡　面　積：649.63㎡
②所在地：安来市広瀬町上山佐 619 番４②所在地：安来市広瀬町上山佐 619 番４
　地　目：雑種地　地　目：雑種地
　面　積：638.00㎡　面　積：638.00㎡
■建物■建物
①名　称：旧山佐児童館（昭和44年２月築）①名　称：旧山佐児童館（昭和44年２月築）
　構　造：鉄骨造亜鉛メッキ鋼板葺平屋建　構　造：鉄骨造亜鉛メッキ鋼板葺平屋建
　床　面：211.14㎡　床　面：211.14㎡
②名　称：物置（平成16年３月築）②名　称：物置（平成16年３月築）
　構　造：木造亜鉛メッキ鋼板葺平屋建　構　造：木造亜鉛メッキ鋼板葺平屋建
　床面積：9.72　床面積：9.72㎡㎡

【公売手続き】【公売手続き】
最低売却価格最低売却価格　 1,853,786円（全物件一括）　 1,853,786円（全物件一括）
申込方法申込方法　�申込書を財政課まで提出、または 　�申込書を財政課まで提出、または 

郵送してください。郵送してください。
申込締切申込締切 　４月20日㈪ 15時 　４月20日㈪ 15時
入札日時入札日時 　４月23日㈭ 10時 　４月23日㈭ 10時
入札場所入札場所　 安来庁２階 201会議室　 安来庁２階 201会議室
�その他�その他　�詳しくは、市のホームページをご覧　�詳しくは、市のホームページをご覧

いいただくか、お問い合わせください。ただくか、お問い合わせください。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

財政課　℡２３- ３０３７財政課　℡２３- ３０３７

▼安来市HP

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

【
電
話
相
談
】

　

℡
０
８
５
２-
60-

９
２
１
１

●
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

相
談
内
容　

不
動
産
の
売
買
、

名
義
変
更
、お
金
の
貸
し
借
り
、

ロ
ー
ン
返
済
、
悪
質
商
法
、
会

社
の
登
記
、
裁
判
、
調
停
、
高

齢
者
の
後
見
・
財
産
管
理
な
ど

栄
養
相
談（
無
料
・
要
予
約
）

　

食
生
活
や
健
診
結
果
な
ど
に

つ
い
て
、
管
理
栄
養
士
が
専
門

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

日
時
・
場
所　

▽
４
月
14
日
㈫
９
時
30
分
～
16

時
・
安
来
中
央

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

　

▽
４
月
28

日
㈫
９
時
～
11
時
・

●
●
●
●
●
●
●

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

い
き
い
き
健
康
課

　

℡
23-

３
２
２
０

く
ら
し
・
し
ご
と
／
悩
み

事
出
張
相
談
会
In
安
来
～

　

生
活
や
仕
事
の
不
安
や
悩
み

ご
と
の
相
談
を
受
け
、
解
決
に

向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
や
必
要
な

窓
口
の
紹
介
を
し
ま
す
。

日
時　

４
月
16
日
㈭
10
時
～
16
時

場
所
　
中
国
ろ
う
き
ん
安
来
支
店

相
談
料　

無
料

日
時　

毎
週
月
・
木
曜
日
12

時
～
15
時
（
祝
日
は
除
く
）

●
相
続
・
遺
言
相
談
セ
ン
タ
ー

日
時　

毎
週
火
曜
日
12
時
～
15

時
（
祝
日
は
除
く
）

【
面
談
相
談
】

日
時　

４
月
18
日
㈯
13
時
～
17
時

場
所　

朝
日
公
民
館
（
松
江
市

東
朝
日
町
）

予
約
方
法　

電
話
予
約
（
毎
週

月
・
火
・
木
曜
日
12
時
～
15
時
）

予
約
先

　

℡
０
８
５
２-

60-

９
２
１
１

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

島
根
県
司
法
書
士
会

　

℡
０
８
５
２-

24-

１
４
０
２

看
護
職
就
業
相
談
会

（
移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
）

※
無
料
・
要
予
約

　

看
護
職
の
求
人
・
求
職
相
談
、

情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

日
時
・
場
所　

▽
４
月
23
日
㈭

13
時
30
分
～
15
時
30
分
・
松
江

テ
ル
サ
（
松
江
市
朝
日
町
）　

▽
平
日
10
時
～
15
時
・
島
根
県

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
（
松
江
市
袖

師
町
）

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
８
５
２
‐
27-

８
５
１
０

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

島
根
（
松
江
市
御
手
船
場
町
）

　

℡
０
１
２
０-

９
６
９-

２
３
４
（
平
日
10
時
～
16
時
）

各
種
定
期
相
談
は

市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
で

確
認
く
だ
さ
い

行
政
相
談　

▽
９
時
30
分
～
11

時
30
分　

▽
総
務
省
島
根
行
政
監
視
行
政

相
談
セ
ン
タ
ー　

℡
０
８
５
２

-

21-

３
６
３
０

生
活
相
談　

▽
９
時
～
16
時

▽
社
会
福
祉
協
議
会　

℡
23-

１
８
５
５

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談　

▽
９
時
～
12
時　

▽
人
権
施
策
推
進
課　

℡
23-

３
０
６
８

毎
月
第
１
日
曜
日
は

休
日
相
談
を
実
施
し
ま
す

　

高
齢
者
に
関
す
る
幅
広
い
相

談
を
お
受
け
し
、
介
護
、
医
療
、

福
祉
、
保
健
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
制
度
や
地
域
で
利
用
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
を
し
ま
す
。

日
時
・
場
所　

４
月
５
日
㈰
９

時
30
分
～
12
時
・
安
来
中
央

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

相
談
料
・
予
約　

無
料
・
不
要

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

安
来
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

℡
32-

９
１
１
０
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…総合文化ホールアルテピア
申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター

庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
総

■広瀬地域
期日 時　間 場　所

５月
19日㈫

13：30 ～ 13：40 下山佐

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

13：55 ～ 14：00 大谷紙屋谷公会堂
14：10 ～ 14：15 常願寺公会堂
14：30 ～ 14：40 山佐

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

14：55 ～ 15：05 新田集会所
15：15 ～ 15：25 奥田原

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

５月
21日㈭

  9  ：20 ～  9  ：30 柿根公会堂
  9  ：35 ～  9  ：40 菅原

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

  9  ：55 ～ 10：05 宇波
● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

10：20 ～ 10：30 布部

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

10：50 ～ 11：00 西谷生活改善センター
13：00 ～ 13：10 町公会堂
13：15 ～ 13：25 比田

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

13：30 ～ 13：40 梶公会堂
13：45 ～ 13：50 滝谷自治会館
14：00 ～ 14：10 永田公会堂
14：20 ～ 14：30 福留集会所

６月
７日㈰   9 ：30 ～ 10：15 広瀬

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

駐車場

■伯太地域
期日 時　間 場　所

５月
28日㈭

  9  ：30 ～  9  ：40 安田老人福祉センター
  9  ：50 ～ 10：00 安田関公会堂

10：15 ～ 10：25 井尻

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

駐車場
（憩いの家横）

10：35 ～ 10：45 横屋公民館

10：55 ～ 11：05 峠之内コミュティ
センター

13：00 ～ 13：05 福冨集会所
13：15 ～ 13：20 久根公民館
13：30 ～ 13：35 矢原公民館
13：45 ～ 13：50 下小竹中央公民館
14：00 ～ 14：10 赤屋

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

14：20 ～ 14：30 下十年畑ふれあい館
14：40 ～ 14：50 常盤公民館

６月
７日㈰ 10：45 ～ 11：30 伯太

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

駐車場

■安来地域
期日 時　間 場　所

５月
７日㈭

  9  ：20 ～  9  ：35 元ＪＡ切川代理所跡地
  9  ：45 ～  9  ：55 赤崎町公民館
10：05 ～ 10：15 能義

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

13：20 ～ 13：30 運動公園佐久保側入口
13：45 ～ 13：55 宇賀荘

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

14：05 ～ 14：15 大塚

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

14：25 ～ 14：35 元ＪＡ折坂倉庫
14：45 ～ 14：55 吉田

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

５月
14日㈭

  9  ：10 ～  9  ：20 安来港駐車場
  9  ：30 ～  9  ：40 黒鳥集会所
  9  ：55 ～ 10：05 島田

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

10：15 ～ 10：25 門生公会堂
10：35 ～ 10：45 吉佐公民館
13：15 ～ 13：25 赤江

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

13：35 ～ 13：45 福井町公会堂
13：55 ～ 14：00 論田公民館
14：10 ～ 14：15 上荒島公会堂

14：25 ～ 14：30 シルバー人材センター
（元ＪＡ荒島代理所）

14：40 ～ 14：50 神塚公会堂
15：00 ～ 15：10 西中津公会堂
15：20 ～ 15：30 飯梨

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

（第２駐車場）
５月
31日㈰   9  ：30 ～ 11：00 安来

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

駐車場

狂犬病予防注射を必ず受けましょう

接種方法　下表の内、都合の良い場所に市から郵送
したハガキをお持ちの上、イヌを制御できる人がお
連れください。
料金（１頭当たり）▽注射…3,100円（ワクチン代
2,550円、 注 射 済 票 交 付 手 数 料550円） ▽ イヌ
の登録…3,000円（未登録のイヌは、会場で登録が
できます）
その他　▽動物病院でも注射を受けることができ
ます（市外で受けた場合は、環境政策課で注射済
票の交付が必要です）。▽イヌが死亡または所在
地・飼い主を変更した場合は、環境政策課へ連絡
ください。

　イヌは生涯に１回の登録と生後91日以降は年１回の狂犬病予防注射が法律で
義務づけられています。飼いイヌを守るため、必ず受けましょう。

狂犬病予防注射日程

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

環境政策課　℡２３- ３１０２環境政策課　℡２３- ３１０２



秘
書
広
報
課
編
集

●広報紙にあなたの写真が載りましたら、差し上げますのでご連絡ください。
●自治会宛の発送等については、地域振興課（☎ 23-3067）までご連絡ください。

ちょっこしちょっこし
レシピレシピ

塩分
 0.6g

153
　kcal※１人分あたり※１人分あたり

安来地区栄養士会の

〒
692-8686島

根
県
安
来
市
安
来
町
878-2　

 電
話
：
23-3010 / FAX：

23-3161
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
https://w

w
w
.city.yasugi.shim

ane.jp
メ
ー
ル
：
hisho@

city.yasugi.shim
ane.jp

▲レシピ考案：�安来地区栄養士会の

　皆さん。

◀�サバ缶と手軽な食材で、簡単に作
れる一品です。

▼
先
日
、
市
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
用

に
「
白
鳥
ロ
ー
ド
」
の
朝
焼

け
を
撮
影
し
ま
し
た
。
厳
し

い
寒
さ
で
し
た
が
、
移
り
ゆ

く
空
模
様
と
、
朝
焼
け
に
照

ら
さ
れ
る
白
鳥
た
ち
は
幻
想

的
で
し
た
。
ぜ
ひ
、
イ
ン
ス

タ
な
ど
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み

て
く
だ
さ
い
！
（
山
）

安来市の人口と世帯数

人口合計

世 帯 数 

Ｒ８. ２.28現在

（男:16,580人   女:17,778人）

3 4 , 3 5 8人

1 4 , 2 1 6世帯

令
和

８
年

４
月

号

さっぱりサバ缶サラダ

【作り方】
①　サバ缶をあらくほぐす。
②　ダイコン、ニンジンはせん切りにする。
③　レモン汁、オリーブオイル、ポン酢を混ぜてドレッシン
　　グを作る。
④　レタス以外の材料を混ぜ、ドレッシングで和える。
⑤　器にレタスを敷き、④をのせる。

【ポイント】
・ダイコンの代わりに、タマネギを使っても美味しいです。
・サバの量を増やせば主菜にもなります。

材料（４人分）

・サバ缶［水煮］　　　　　200 ｇ
・ダイコン　　　　  　　　160 ｇ
・ニンジン　　　　　　　　20 ｇ
・レタス　　　　　　　　　20 ｇ
・レモン汁　　　　　　 小さじ４
・オリーブオイル　　　 大さじ２
・ポン酢　　　　　　　 小さじ２
・塩、コショウ  　　   （お好みで）

▼
介
護
を
学
ぶ
・
介
護
に
関

わ
り
働
く
皆
さ
ん
、
座
談
会

へ
の
ご
協
力
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の

介
護
に
対
す
る
熱
い
思
い
を

感
じ
ま
し
た
。
今
よ
り
＋
10

分
身
体
を
動
か
し
、「
健
康

寿
命
」
を
意
識
し
た
暮
ら
し

を
し
た
い
と
思
い
ま
す（
た
）

　市では、生活に役立つ情報や市の魅力
などを、公式 SNS で発信しています。用
途に合わせてご登録いただき、安来市の
「今」をチェックしてください。
情報　市政・防災情報をいち早くお届け
　　　（LINE / X / Facebook）
写真　�市内の風景や季節の写真を紹介
　　　（Instagram）
右下２次元コード（リンク集）から、各公
式 SNS へアクセスできます。

問 秘書広報課　℡２３- ３０１０

公式 SNSで市の「今」をお届け

▼ SNS 一覧
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